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研究成果の概要（和文）：　4年間の研究を通して、港市と内陸社会の関係を多元的に考察でき、国民国家を台
頭させる多様なネットワークが検討できた。ともすれば近代以降、交通や通信の発展により、港市と内陸社会の
関係は均質なものに変容したと考えられがちであるが、必ずしも一元的な関係に収斂しないことが明らかとなっ
た。また港市は、近代においても外世界と内世界を仲介する重要な役割を担う一方で、国民国家の成立後、内陸
部で国境を接する地域が、国家間を仲介する重要な拠点となるケースがあることも示された。いずれにせよ、港
市と内陸社会あるいは内陸社会間や諸海域間を仲介する存在の重要性が、改めてクローズアップされた。

研究成果の概要（英文）：     The main purpose of the project is to investigate the historical 
development of relationships between port cities and their inland regions in order to clarify the 
formation of the world-wide and local orders.  Recent maritime studies, which have clarified the 
development of maritime networks from the early modern era, are inclined to suggest the 
intensification of influence of the port cities upon their hinterlands.  Meanwhile, our project by 
examining various cases in Asia, Europe, North and South America, Europe and Japan has shown that 
the relationships between the two did not necessarily transform themselves into one-sided.  While 
some cases showing the formation of more homogeneous areas by the development of traffic, in other 
cases appear growing disconnections between the two during the modern era.  These cases suggest us 
the renewed importance of the role of the go-between who mediates the port city and its inland 
society creating the "outer" and "inner" areas.   

研究分野：海域東南アジア史
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１．研究開始当初の背景 
（1）1980年代以降グローバル化が進行する
なかで、国境にとらわれない交流史の研究が
進展した。それにより、海域世界のネットワ
ーク構築や形成された文化的特質について、
研究が進展した。しかし、海域と陸域、沿岸
部と内陸部の関係については、必ずしも検討
が十分になされてこなかった。 
 
（2）本科研のメンバーの多くが、平成 19年
度～22 年度の科研基盤研究(A)「近代移行期
の港市における奴隷・移住者・混血者－広域
社会秩序と地域秩序」（研究代表者：弘末雅
士）に属した。この科研の成果を踏まえさら
なる課題を検討するなかで、海域世界と内陸
世界の関係について、考察する必要性を認識
するに至った。 
 
２．研究の目的 
（1）世界の諸海域世界とその内陸世界にお
いて、両者の関係構築がいかになされてきた
か、歴史的に検討する。これらの検討を通し
て、国民国家の出現を多様なネットワークの
展開のなかで考察する。 
 
（2）近世・近代以降の海域世界の交流の進
展とともに、内陸世界がいかなる社会を形成
し、港市とどのようなネットワークを形成し
たのか検討する。 
 
３．研究の方法 
（1）世界各地域の海域と陸域の関係を考察
するために、多様な地域の専門家を研究分担
者とし、それぞれの地域の事例を研究会で発
表してもらった。さらに研究分担者以外にも、
諸地域を専門とする研究者を研究会に招き、
報告してもらった。研究会は年間平均で 3度
開催した。 
 
（2）毎年一回、研究分担者ともに海外調査
を行った。初年度は雲南、二年度目はスリラ
ンカ、三年度目はアドリア海、最終年度はミ
ャンマーで、訪問調査を実施した。これらの
調査結果を、生態環境、海と陸との関係、周
辺世界との交流、河川交通の状況等の観点か
ら分析した。 
 
４．研究成果 
（1）陸上交易と海洋交易との差異や類似点
が鮮明となった。陸上交易が歴史的に古くか
ら展開した北アジアや中央アジア、西アジア
では、ラクダの隊商活動が大規模に展開して
おり、海洋交易の発展により、連動すること
はあっても、必ずしも衰退しないことが明ら
かとなった。また陸上での活動は、可視化の
度合いが海洋よりも高いことが示された。 
 
（2）海域世界における海上民と、陸域にお
ける遊牧民の交易活動を支える類似性が明
らかとなった。海上民も遊牧民も、当該域の

交通ルートの先導役であり、そこでの治安の
維持に関わる場合が多い。彼らとの関係構築
が権力者にとって重要になることが示され
た。 
 
（3）海域と陸域のネットワークの構築に、
河川が重要な役割を担うことが、改めて明ら
かとなった。河川は内陸部と海を結ぶ交通路
として重要であるだけでなく、内陸農業空間
の形成を助長する。交易活動と生産活動の拠
点となることで、権力の中心となることが、
エジプト、メソポタミア、ミャンマーの事例
を通して示された。 
 
（4）航海上で重要な目印となる山が、貴重
な商品の産出と結びついている場所では、し
ばしば聖山化されることが明らかとなった。
比較的古くから外来者と交流を持ったスリ
ランカでは、貴重な宝石を産出するスリーパ
ーダ山が、キリスト教徒やムスリムからアダ
ムとイヴが降臨した場所とみなされ、仏教徒
からもブッダが天から降臨した場所とみな
された。他の事例と比較検討のための、興味
深い材料となった。 
 
（5）近代以降、海域と陸域の双方で交通が
発展すると、港市と内陸社会は均質な空間を
形成したと考えられがちであるが、実態は必
ずしもそうならないことが明らかとなった。
西アジアでは蒸気船による海上交通が進展
しても、大多数の人々は相変わらず陸路のキ
ャラバンルートを選択した。また沿岸部と内
陸部の関係が強化されることで、帰属意識の
差異が先鋭化し、国民統合にも少なからぬ影
響を及ぼしたことが、トリエステや北スマト
ラの事例から明らかとなった。 
 
（6）国民国家の形成や国民統合においても、
港市は外世界と内世界を仲介する重要な役
割を担い続ける。中国やインドでは、海港よ
りもたらされた新しい思想と伝統的世界観
が再検討されるなかで、海域世界と内陸世界
の位置付けが、重要な課題となったことが提
示された。また国民国家成立後も、内陸部の
国境の都市が、港市同様に異なる国家間を仲
介する役割を担うことが、東アフリカの事例
より明らかとなった。 
 
（7）以上の事例から、港市と内陸社会をは
じめ、海域間や内陸間を仲介した存在の重要
性が改めて喚起された。彼らの交流活動やも
たらす情報をとおして、ネットワークが不断
に再構築されることが見えてきた。 
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